
元
就
の
画
像
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

生
き
て
い
る
う
ち
に
描
か
れ
た
画
像

は
、
こ
の
画
像
と
山
口
市
の
豊と

よ
さ
か栄
神

社
所
蔵
品
の
み
で
す
。
2
つ
の
画
像

は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
図
柄
の
下

絵
を
用
い
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
り
、
画
像
の
下
絵
は
元
就
本
人
を

前
に
し
て
描
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
画
像
に
描
か
れ
た
元
就
の
表
情
か

ら
は
、
武
将
と
し
て
の
強
い
意
志
や

知
略
に
優
れ
た
様
子
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
画
像
に
は
幾

　
今
月
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
市

立
歴
史
博
物
館（
11
月
開
館
）の
展
示

品
を
紹
介
し
ま
す
。
第
１
回
目
は
、

西
日
本
を
代
表
す
る
戦
国
大
名
毛
利

元
就
の
画
像
で
す
。

　
元
就
は
、大お

お
う
ち
よ
し
な
が

内
義
長
を
長
福
寺（
功

山
寺
、
長
府
川
端
）で
自
刃
さ
せ
て
大

内
氏
を
滅
ぼ
し
、
安あ

き
の
く
に

芸
国（
広
島
県
西

部
）の
一
勢
力
で
あ
っ
た
毛
利
氏
を
大

き
く
飛
躍
さ
せ
ま
し
た
。
大
内
氏
滅

亡
後
、
元
就
は
九
州
北
部
を
め
ぐ
っ

て
豊ぶ

ん
ご
の
く
に

後
国（
大
分
県
）の
大お

お
と
も
よ
し
し
げ

友
義
鎮（
宗そ

う

麟り
ん

）と
争
い
、
孫
の
輝て

る
も
と元

と
と
も
に
長

府
に
滞
在
し
て
指
揮
を
執
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
画
像
は
、
毛
利
氏
が
大
友
氏

と
争
っ
て
い
た
時
期
に
、
元
就
の
長

度
と
な
く
修
復
さ
れ
た

形
跡
が
あ
り
、
現
在
ま

で
大
切
に
守
り
伝
え
ら

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
博
物
館
で
展

示
さ
れ
た
際
に
は
、
そ

の
よ
う
な
修
復
の
跡
に

も
ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ

さ
い
。

△毛利元就画像 (長府毛利家蔵・
　下関市立歴史博物館寄託 )

子
隆た

か
も
と元
の

依
頼
で
描

か
れ
た
も

の
で
す
。

vol.66

しものせき
ナビ

毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

画像

行って！学んで！博物館！

長府毛利家蔵・下関
市立歴史博物館寄託

歴史博物館イメージ図（11月開館）

な
す
」の
2
隻
が
寄
港
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
あ
る
か
ぽ
〜
と
に
は
、
8
月
5

日
〜
9
日
に
帆
船「
海
王
丸
」が
寄
港
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
セ
イ
ル
ド
リ

ル
や
一
般
公
開
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
近
年
、
大
型
化
す
る
ク
ル
ー
ズ
客
船

に
対
応
す
る
た
め
、
昨
年
度
は
7
万
㌧

級
、
11
万
㌧
級
、
13
万
㌧
級
の
客
船
を

対
象
と
し
た
航
行
安
全
対
策
検
討
委
員

会
を
開
催
し
、
3
月
に
安
全
対
策
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
4
月

以
降
は
、
7
万
㌧
級
、
11
万
㌧
級
の
ク

ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
が
長
州
出
島
で
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
7
月
に
は
下
関
港

初
と
な
る
7
万
㌧
級
の
大
型
客
船
の
寄

港
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
受
け
入
れ
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
28

年
の
下
関
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄

港
回
数
は
、
昨
年
を
上
回
る
50
回
以
上

が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

関
市
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
ク
ル
ー
ズ
客
船
に
対
応

す
る
た
め
に
、
港
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
本
市
を
訪
れ
る
外

国
人
の
皆
さ
ん
に
素
晴
ら
し
い
思
い
出

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
受
け
入
れ
体

制
の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市民と市長を結ぶコラム

ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
最
近
は
、
日
本
全

国
で
ク
ル
ー
ズ
客
船
に
注
目

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
下
関
港
に
お

け
る
平
成
27
年
の
客
船
寄
港
回
数
は
、

過
去
最
高
の
10
隻
を
記
録
し
ま
し
た
。

特
に
昨
年
は
、
中
国
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ

客
船「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
シ
ャ
ン
号
」

が
3
度
寄
港
し
、
約
2
6
0
0
人
の
方

が
本
市
を
訪
問
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ジ
ア
と
海
で
結
ば
れ
た
本
市
で
は
、

昨
年
か
ら
外
国
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
誘
致

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
私
自
ら
中
国
の

ク
ル
ー
ズ
船
会
社
や
旅
行
会
社
を
訪
問

し
、
歴
史
、
文
化
、
観
光
、
食
な
ど
本

市
が
持
つ
魅
力
を
P
R
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き「
カ

レ
ド
ニ
ア
ン
・
ス
カ
イ
号
」と「
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
・
タ
イ
シ
ャ
ン
号
」が
寄
港
す
る

ほ
か
、
5
月
下
旬
ご
ろ
に
は
、
中
国
の

ク
ル
ー
ズ
客
船「
グ
ロ
ー
リ
ー・シ
ー
号
」

が
本
市
に
初
寄
港
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
グ
ロ
ー
リ
ー
・
シ
ー
号
は
、
今
後
も

定
期
的
に
下
関
港
に
寄
港
す
る
予
定
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
客
船
も
7
月
18
日
の
海
の
日

に
客
船「
に
っ
ぽ
ん
丸
」が
あ
る
か
ぽ
〜

と
に
、
関
門
海
峡
花
火
大
会
の
際
に
も

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」と「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い

http://www.city.shimonoseki.lg.jp/

下

下
関
港
が
元
気
で
す

〜
活
発
化
す
る
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
〜

5月下旬ごろ下関港に寄港予定の「グローリー・シー号」 http://www.city.shimonoseki.lg.jp/下関市長の部屋 検索

こ

6平成28年５月号


